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論　　文　　の　　要　　旨
　複素解析において，所謂　初等函数一三角函数とか、対角函数など一の次に来るのが楕円函
数でありヨ楕円函数を或る意味でより一般にしたのが，代数函数である。1つの代数函数に対して
は1つの閉リーマン面が対応する。ここで，或る閉リーマン面X上定義されるすべての解析函数か
らなる（代数）函数体Kを考える立場が生じ曾閉リーマン面（或し）は代数曲線と云ってもよいが）
の研究と代数函数体のそれとが同等のものとなり，リーマン面の自己同型と函数体の自己同型は同
一のものを別の面からみたものとなる。閉リーマン面Xの種類9が2以上の場合事Xの全自已同型
群A故（X）は有限群となり、その位数は標数零の場合はヨ84（9－1）以下になることがHurwitz
以来知られている。
　本論文は種類2以上の閉リーマン面Xとそのある自已同型群Gの研究でありう全体は4つの部分
にわかれラ第1部では正標数の場合を扱うがラ第2部以下は複素数体①上の代数曲線のみが対象と
なる。いずれの場合にも，Gとそのψcan㎝1ca1型式の空問による表現ヨ乃至は対応する指標兄。との
組（G，兇。）が重要な資料でありヨ理論展開の上ではヨ“Eich1er－Se1bergの跡公式”が本質的な手段
を提供する。以下各部の内容を概観する。
　　第1部：⑥上のクライン曲線Kは種数3でその全自已同型群は最大可能位数84（3－1）をも
　つのであるがラ正標数の場合は事情が異なる。この場合，特に標数2ラ3の場合を含めて害Aむt（K）
　を具体的に決定し。更にこの時便った方法から，4次対称群と合同な（リーマン面の）自已同型
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群を位相同等の意味で数えあげた。この場合既に、上に述べた指標孤が有効に働いている。
　第2部：素数位の巡回群Gとその指標κとの組（Gラ兄）があるリーマン面κの自已同型群G1と
その指標兄、との組（G1，兄、）と同型になるための必要十分条件が与えられる。この場合，’上記跡
公式が本質的な役割を果たすが身更に，これは跡公式の新しい局面を観たものとも云える。
　第3部：リーマン面の被覆に関する“Riemann－Hurwitzの公式”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　2g－2＝n（2go－2）十nΣ　（1一一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mi
の抽象化により定義されるdata（nラ9ヲ9。ラm1、…、㎜。）を基礎におきラ再び跡公式を道具
としてヨ種数9＝2の場合ラ自已同型群Gと兄、との組（Gヨ兄。）のc1assif1cati㎝を与える。
　第4部は本論文の主要部分であり、3つの主定理を含む：定理Aはヨリーマン面兄とその自已同
型群Gとの組（兄冒G）の位相的構造は、Gが巡回群のとき冒Gの指標兄。（q＝1ラ2害……）に
より特徴づけられることを主張し、定理Bは伽（q＝1．2ラ……）はその有限個兄ゴ…・・ヨ兇在。。。
（9は種数）により決定されることを主張する。更に定理Cとしてラ巡回群Gとその指標兇がうあ
るリーマン面の自已同型群とその指標孤として実現される条件をヨここでも，跡公式を基礎とし
て書きあげている。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究の最終目的は、閉リーマン面の自已同型群の完全なC1aSSifiCat1㎝でありラそれは函数論1
代数幾何学、特に代数曲線のModωi理論などに関連する重要な問題のユつである。著者の方法は独
創性にも富みヨ代数的色彩の強いものである。論文の内容はヨやや抽象的なにおいの部分もあるが。
その抽象論が具体的な結果、例えば第4部でGuerreroの定理の反例をを生んでいる。本論文の定理
Bはヨその訂正を与えている。より扱い易い場合からだんだん複雑な場合に進んで，これまでの成
果をあげたがラ更に今後の研究にもつながるものである。この方面の研究はアメリカ1ヨーロッパ
にも研究者が多くラ著者の結果は注目されておる。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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